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河川水中でのVibrio choleraenon―O1の生存

内山 秀和

　Vibrio choleraenon-O1が河川水中の栄養を利用して生存する可能性を，濾過滅菌あるいは高圧蒸気滅菌処

理した河川水と未処理の河川水を用いて検討した。V. choleraenon-O1は，高圧蒸気滅菌処理した河川水の

中で増殖したが，濾過滅菌処理した河川水中では生存菌数が経日的に減少し，また未処理の河川水中では始

め106 CFU/mlあった菌数が速やかに減少し，10日以降は検出されなくなった。V. choleraenon-O1は，河

川水中の常在細菌との栄養の競合により実験的閉鎖系内に高密度で生存し続けることができないと考えられ

た。また，合成培地を用いた検討により，V. choleraenon-O1の増殖に必要な栄養は，炭素源のブドウ糖の

他に，窒素源，リン酸源，イオウ源の無機塩類であった。濾過滅菌河川水に合成培地の栄養源を添加する

と，炭素源あるいはリン酸源を補わなかったときV. choleraenon-O1は増殖しなかった。これらの結果から，

河川水がV. choleraenon-O1によって汚染されると，V. choleraenon-O1は河川水中の溶存物質と粒子状物質

を栄養にして生存する可能性が示唆された。
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